
 

 

金沢大学附属図書館環境行動計画 

 

 

 金沢大学附属図書館は、「金沢大学環境方針」の下、持続可能な社会の実現に貢

献する人材の育成及び研究の推進を資料や情報面からサポートすることとします。

そのために以下の事項について積極的に取り組んでいきます。 

 

 １ 環境学コレクションの整備による本学環境教育の支援及びユネスコスクー

ル等を通じた地域の小中学校への情報提供を行います。 

 ２ 環境問題への取組を、数値として表わすことなど「見える化」に努めます。 

 ３ 附属図書館の取組が全学の取組として模範となるよう心掛けます。 

 

                     平成３０年４月２７日 

金沢大学附属図書館  

                         館長  岩 見 雅 史 

 

                                                           

 



金沢大学環境方針

環境基本理念

金沢大学は、「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」の位置づけをもっ

て、グローバル社会をリードする人材の育成と世界に通用する研究拠点の形成を目

標に定め、〈先魁・共存・創造〉というコンセプトのもと、不断に改革に取り組む

こととしています。 

この理念と目標に基づき、教育、研究、診療、社会貢献等あらゆる大学の活動に

おいて、国立大学法人としての社会的責務を自覚し、以下の基本方針の下、人間と

自然とが調和・共生する持続可能な社会の構築を目指します。 

基本方針

１ 環境に関する先進的教育を継続的に推進し、持続可能な社会の構築に貢献する人材の育成

に努めます。 

2   環境技術、環境計測、環境政策、環境医科学、生物多様性など、幅広い分野において世界

的な視野に立ちながら地域の特性を生かした環境に関する研究を推進します。 

３ 本学の活動が環境に及ぼす影響を調査・解析するとともに、環境負荷の低減のため、資源・

エネルギーの使用量削減、温室効果ガスの削減に積極的に取り組みます。

４ 化学物質の安全かつ適正な管理、廃棄物の適正処理と再利用・再資源化により、環境負荷

の低減に努めます。 

５ 環境に関わる知的成果を含むあらゆる情報を社会に還元・公開し、環境問題に対する啓発

に努めます。 

６ 本学が実施するあらゆる活動において、環境に関する法規・規制・協定等を遵守するとと

もに、本学の全ての構成員が協力し、継続的な環境マネジメントシステムを実施します。 

2014 年 9 月 1 日 

金沢大学長 

山崎 光悦
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